
























( 1 ) ｢無理やり基準に一致させる」の意。プロクルーステースはギリシア神話に登場する強
盗。
( 2 ) Antigono Donati, Trattato del diritto delle assicurazioni private, vol. Ⅲ, Milano 1956, pag.
595.
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93(543)
にのみ第三者の利益となる」と現在もなお規律している。これとほぼ同じ










フランス保険法で高名なピカール (Maurice Picard) とベッソン
(André Besson) は、前述したフランス民法典の条文に基づいて、生命保
険契約理論の基本形を構築したのはフランス破毀院であると、その著名な
体系書『Les assurances terrestres en droit français(tome 1)，Le contrat
dʼassurance』において述べている。彼らによれば、生命保険の理論は、
「実際のところ、1930 年の立法者による関与 (すなわちフランスの旧保険







論文に従うと、1873 年 12月 15日の破毀院判決では、保険金受取人の定め
のない生命保険契約では、保険金は被保険者の相続財産に属するとすると
したうえで、わずかに第三者のためにする契約可能性に言及しているもの
の、なお 1881 年 3月 2日の破毀院判決においても、第三者の権利は、まず
死亡した被保険者が受領したうえで保険金受取人とされる妻に贈与し得る
( 3 ) Maurice Picard et André Besson, Les assurances terrestres en droit français, tome 1, Le
contrat dʼassurance, 3eédition, Paris 1970, p. 749.
( 4 ) 桜沢隆哉「保険金受取人の法的地位に関する一考察 ――保険金受取人とそれをめぐる






定的な見解をとっていたとみることができる。しかし、つづく 1884 年 7
月 2日判決では、はじめて生命保険を「第三者のためにする契約」の一種
として容認したうえで第三者の権利の固有権性を容認した。そして、若干





















(Liceo M. Foscarini) で少年時代を過ごし
( 5 ) 桜沢・前掲 163-164頁判例①、②参照。したがって、当初は保険契約者・被保険者が受
領した権利の相続という形式であった。
( 6 ) M. Picard et A. Besson (1970)，pp. 749, 750.





















Santa Catarina) で、当時はイタリア最古の寄宿舎付中等学校だった。その後、1867 年 4
月 25日に、第 117代ヴェネツィアのドージェ (統領) であったマルコ・フォスカリーニ
の名をとって、現名称となった。http : //www.liceofoscarini.it/storia/index.html
↘














遍法となることにはまったく思いを致してはいないのだ」と述べている (op. cit., pagg. 2,
3.)。彼は、この中にもイタリア統一という時代の流れの中で、イデオロギーとして普遍法
たるローマ法への回帰を匂わせていることが見て取れる。
(10) Accademia dei Lincei (オオヤマネコのように慧眼な者たちの学会)。1603 年 8月 17日
に当時まだ 18歳だったローマ貴族 Federico Cesi が、その仲間の若い学者 3名 (博物学者
Francesco Stelluti、医者で錬金術師でもあったオランダ人 Johannes van Heeck、および
Cesi とは同族の天文学者 Anastasio de Fillis) と世界最古の学士院を創設した。
Accademia nazionale dei lincei (Brevi Cenni), Roma 2008, pag. 5. この初期の会員として最も
著名なのがガリレオ・ガリレイ (1611 年会員) である。















学者アンジェロ・スラッファ (Angelo Sraffa) との共同編集による『商
法雑誌 (Rivista del diritto commerciale)』の創刊がある
(14)
。スラッファは
1865 年生まれのやはりユダヤ人 (1937 年没) で、トリノやミラノ大学の
商法学教授を務めたのち、1902 年からミラノの私学ルイジ・ボッコーニ





Diritto, http : //www. treccani. it/enciclopedia/cesare-vivante_%28Il-Contributo-italiano-
alla-storia-del-Pensiero : -Diritto%29/ (イタリアの百科事典Treccani の web 版)
↘
(12) Se un atto é commerciale per una sola delle parti, tutti contraenti sono per ragione di esso
sogetti alla legge commerciale, fuorché alle disposizioni che riguardano le persone dei
commercianti, e salve le disposizioni contrarie della legge.
(13) 彼の理想は 1942 年の民法典 (民商統一法典) により実現する。しかし、その立法に参
与したのはすでにヴィヴァンテではなかった。




欲するものである」からはじまっている。http : //www. rivistadeldirittocommerciale.
com/storia.html


































の姓はほぼ存在しないことは明らかとなった。Samuele Schaerf, I cognomi degli ebrei
dʼitalia, Dongio CH 2006, pagg. 31-43. しかし、ユダヤ人に少ない姓はたしかにあるようであ
る。高橋進「イタリア・ファシズムと反ユダヤ主義・人種主義 (1) ――グローバル時代
の新しいレイシズムの分析のために――」龍大法学 44 巻 4 号 661頁以下。
(17) アスクィーニは 1882 年 8 月に、北イタリア、こんにちのフリウリ・ヴェネツィア・
ジュリア州の小村トリチェージモに生まれ、ヴィヴァンテと同じパドヴァ大学を卒業、
ヴィヴァンテの助手から各地の大学を転々としたのち、1935 年よりローマ大学教授。










契約」の根拠規定は 1128 条と 1130 条である。イタリア旧民法は、ナポレ
オン法典のまさにコピー的存在なので、フランスにおける「第三者のため
にする契約」の規定と対応していて、イタリア民法 1128 条 1 項はフラン
ス民法典 1119 条に、イタリア民法 1128 条 2 項は、フランス民法典 1121






条文 フランス民法典 条文 イタリア旧民法典
1119 On ne peut, en général, sʼengager,





Nessuno può stipulare in suo pro-
prio nome, fuorché per se medesimo
Tuttavia può ciascuno stipulare a
vantaggio di un terzo, quando ciò
formi condizione di una stipula-
zione che fa per se stesso, o di una
donazione che fa ad altri. Chi ha
fatta questa stipulazione, non può
più rivolcarla, se il terzo ha dichiar-
ato di volerne profittare.
1121 On peut pareillement stipuler au
profit dʼun tiers lorsque telle est la
condition dʼune stipulation que lʼon
fait pour soi-même ou dʼune dona-
tion que lʼon fait à un autre. Celui
qui a fait cette stipulation ne peut
plus la révoquer si le tiers a déclaré
vouloir en profiter.
1165 Les conventions nʼont dʼeffet quʼen-
tre les parties contractantes ; elles
ne nuisent point au tiers, et elles ne
lui profitent que dans le cas prévu
par lʼarticle 1121.
1130 I contratti non hanno effetto che fa
le parti contraenti : essi non pregiu-
dicano né giovano ai terzi, fuorché
nei casi stabiliti dalla legge.
ニ・パッキオーニ (Giovanni Pacchioni) である。彼は、フランス法 1119
条には「一般に (en général)」という挿入句が置かれているが、これを
モデルとしたイタリア旧民法 1128 条 1 項にはこれが削除されているとし、










には、終身年金契約 (contratto vitalizio) を定めるイタリア旧民法第 14










(19) Giovanni Pacchioni, I contratti a favore dei terzi ―Studio di diritto romano, civile e






























(20) イタリア 1882 年旧商法では、417 条以下に保険に関する規定 (第 16章) があり、その
第 3節が生命保険に関する規定であるが、条文は 449 条から 453 条までである。
(21) 拙稿「イタリア法における保険金受取人の地位」『生命保険論集 ――生命保険文化セ
































(22) Il codice di commercio commentato ; v. 7, Del contratto di assicurazione : Del pegno : Dei
maggazini generali/ commento di Cesare Vivante, 5a ediz., Torino 1922, pag. 453.





























それでは、フランス民法典 1121 条後段に該当するイタリア旧民法 1128
条 2 項後段との関係はどうであろうか。つまり、「第三者が受益の意思を
表示したとき」である。フランス判例は、民法典 1121 条後段のままに保




(25) A. La Torre(2000)，pag. 17.
(26) また、生命保険に加入しようとするものは、市民社会の重要な担い手たちであることを、
国家も自覚していたと思われる。
(27) Cesare Vivante, Trattato di diritto commerciale ; v. Ⅳ(Le obbligazioni)，Milano 1916,
























場合は (In caso di morte… di cui che fece assicurare sulla propria vita…
una somma da pagarsi ad altra persona)、それが相続し得るときであって
も (ancorché sua successibile)、保険の果実 (vantaggi dellʼassicurazione=
つまり「保険金」) は、契約において指定される者の排他的な利益 (esclu-
sivo beneficio) にとどまる」のである。
(28) Article L132-12 Le capital ou la rente stipulés payables lors du décès de lʼassuré à un
bénéficiaire déterminé ou à ses héritiers ne font pas partie de la succession de lʼassuré. Le
bénéficiaire, quelles que soient la forme et la date de sa désignation, est réputé y avoir eu





(29) C. Vivante (1922)，pag. 459 ; lo stesso (1916)，pag. 630. ヴィヴァンテは「契約の唯一
の所有者」のという表現を用いている。





























(31) C. Vivante (1922)，pag. 459 ; lo stesso (1916)，pag. 630.
(32) G. Pacchioni (1912)，pag. 304. なお、パッキオーニは、若干保険契約を誤解して記述し
ている。すなわち、「当該契約締結により無関係の第三者に権利を (代理によることなく)
付与することを目的として二当事者間で締結された不要式の、諾成契約 (contratto con-




































する) と解されているからで、その淵源はドイツ民法典 413 条に立法的根
(33) G. Pacchioni (1912)，pag. 302.
(34) Néanmoins, on peut se porter fort pour un tiers, en promettant le fait de celui-ci ; sauf
lʼindemnité contre celui qui sʼest porté fort ou qui a promis de faire ratifier, si le tiers refuse
de tenir lʼengagement.
(35) G. Pacchioni (1912)，pag. 303.




























(37) G. Pacchioni (1912)，pagg. 133-136. なお、1908 年のドイツ旧保険契約法の翻訳は新
井修司・金岡京子 (共訳)『ドイツ保険契約法 (2008 年 1月 1日施行)』(日本損害保険協
会・生命保険協会，2008 年) 444頁参照。
(38) イタリア民法 1170 条「履行される条件は、その義務が約定された日に遡って効力を生
じる。債権者が、その条件が成就する以前に死亡したときは、その権利は相続人に移転す
る」。















たとしても、後見登録簿 (rendiconto tutelare) で承認されるより前 (旧
イ民 769 条 1 項
(41)
)、または 10 年の時効により通知義務を免れる (旧イ民




認知されない婚外子 (figli naturali non legittimati) の場合は、そもそも
相続法上権利はきわめて制限的で、イタリア旧民法 767 条では、「養育費
を受給する能力のみを有する」とされ、また、これらの子は法律が非嫡出
(40) Non possono ricevere per donazione, neppure sotto il nome di interposte persone,
glʼincapaci di ricevere per testamento nei casi e nei modi stabilite nel capo Delle successioni
testamentarie. (訳)「遺言相続の章に定める場合および方法で、遺言により受領する能力
のない者は、指定された者の名においても、贈与を受領することができない」。
(41) Il tutore non può mai trarre profitto dalle disposizioni testamentarie del suo
amministrato, fatte prima dellʼapprovazione del conto definitive, quantunque il testatore
morisse dopo lʼapprovazione del conto. (訳)「後見人は、遺言者が特定の帳簿の承認後に死
亡したときであっても、その帳簿の承認以前になされた被後見人の遺言による処分から利
益を受けることはできない」。
(42) Le azioni del minore contro il tutore e il protutore, e quelle del tutore verso il minore
relative alla tutela si prescrivono in dieci anni computabili dal giorno della maggiore età o
della morte dellʼamministrato, senza pregiudizio però delle disposizioni relative allʼinterru-



































。契約の撤回権は属人的な権利 (diritto personale) で、これは相
続人に譲渡できない保険契約者 (被保険者) の固有の権利である。した
(43) C. Vivante(1916)，pag. 634.
(44) C. Vivante (1922)，pag. 465.
(45) C. Vivante (1916)，pagg. 636, 637.






























(47) C. Vivante(1916)，pag. 639.
(48) 承諾後の撤回を許すのは、保険金受取人による被保険者故殺未遂 (旧仏保険契約法 79
条 2 項) の場合と、忘恩行為が一般にあげられている。1930 年法までは、無償贈与の規定
が認めている受贈後の子の誕生 (survenance dʼenfant) などをめぐって議論があった。
Picard et Besson (1970)，pp. 763-765.




方、保険金受取人の先死亡 (premorienza) または同時死亡 (commorien-



























(50) なお、1908 年 12月 28日のメッシーナ海峡で起こった大地震後の津波 (高さ 12メート
ルに達したという) で、シチリアの都市メッシーナや対岸のレッジョ・ディ・カラブリア
近郊では同時死亡が少なからず発生して、この問題がまさに喫緊の課題となった。
Antonio La Torre (a cura di)，Le assicurazioni, Lʼassicurazione nei codici (Le assicurazio-
ni obbligatorie)，Milano 2000, pag. 320.































(52) C. Vivante (1922)，pag. 467.
(53) ドイツ旧保険契約法 166 条 2 項、現行保険契約法 159 条 2 項。Manfred Wandt,








ちに生じ (保 42 条)、特段の受益の意思を要しない。また、保険金受取人
















有することになる (保 60 条 1 項)。これに対して、参考までに現行イタリ
ア破産法 (Regio Decreto 16 Marzo 1942 n. 267) を見ることとする。まず、






ドイツ破産法 47 条)。M. Wandt (2009)，SS. 425, 426 ; Edgar Hofmann, Privat versicher-


































人は権利を失うことになる。Giorgio De Semo, Diritto fallimentare, Padova 1967, pag. 391.
(56) Antigono Donati, Trattato del diritto delle assicurazioni private, vol. Ⅱ, Milano 1954, pag.
491. ドナーティは、この問題を慎重に扱いたいとしている。
(57) たとえば甘利公人・山本哲生・潘阿憲・山野嘉朗・今井薫『保険契約法 ――損害保険



















(59) 現行イ民 1921 条 (受益の撤回)
① 保険金受取人の指定は前条の定められ得る形式により撤回することができる。ただ
し、撤回は、保険契約者の死亡後かつ保険事故の発生した場合保険金受取人が受益の意思
を表示したときは、その相続人によりなされることができない。
② 保険契約者が、書面で撤回権を放棄したときは、保険金受取人が保険者に受益の意
思を表示したときは撤回は効力を有しない。保険契約者の撤回権放棄と保険金受取人の意
思表示は、書面で保険者に通知されなければならない。
チェーザレ・ヴィヴァンテと 1882 年イタリア旧商法における保険金受取人の権利
115(565)
